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 USE OF TETRAHYDROXYQUINONE IN THE UROLOGICAL FIELD 
 Mine° TAMURA, Masanobu  MAEKAWA,  MLIISHO YAMAGUCHI, Takezo  MATSUNAGA, 
 Toshi TOYOSHIMA, Hironobu KAWANISHI, Saburo  KONG, Kenichiro  MuRAKAml, 
   Kiyoshi  Yihci, Masaaki TSUJITA, Takashi  INOUE and Kunio  HIRABAYASHI 
         From  the Department of Urology, Osaka City University Medical School 
                         (Director : Prof. Dr. M. Tamura) 
   Tetrahydroxyquinone, an oral drug for keloid, was administered to a total of 151 cases, 
including 8 patients with urinary tract tuberculosis, 37 post-operative patients who had 
been conservatory operated on various urinary tract diseases, 104 patients with bladder 
neck contracture and 2 patients with retroperitoneal fibrosis. 
   The drug was proved to be 1) applicable as an alternative choice of adrenocortical 
hormone with chemotherapeutics for tuberculosis in which the hormone is indicated to be 
used, 2) expectable to have better results as supported therapy of operation or as single 
administration for pathologic lesions in which marked localized proliferation of fibrous 
tissue is taken place. Cases have been presented in detail where the use of the drug was 
quite beneficial. In only 1 case, side  effects such as nausea and vomiting were observed 
which made the drug discontinued. Other cases were tolerated well even after a prolonged 
use for around 1 year without any significant changes in blood cells and blood chemistry.
Tetrahydroxyquinone(THQ)はKellyand
Pinkusがケ ロイ ドの内服療法 に応用 し,そ の
効果を認 めてか ら,皮 膚科 領域 で使用 され てい
るが,そ の有用性 に も拘 らず,ケ ロイ ド(肥 厚
性癩痕を含む)に 対す る作 用機 序につい ては未
だ不明の点が少 な くない.
然 し乍 ら,こ れ と云 う副作用 を認 めない こ と
か ら,ケ ロイ ドに類似す る組織病変 を有 す る泌
尿器疾患 にも応用可能では ないか と考えた.最
初は所謂 ケロイ ド体 質者の手術後 に服用 せ しめ









びに4)膀 胱括約筋硬化症,な どに使用 し.そ
のうち本剤の使用が明 らかに有効であつたと判
定し得る症例も少なからず経験するに至った.































































































































































































































































































































得る.従 つて,そ の治療には,上 部尿路を観察
し乍 ら,副腎皮質ホルモン又は形成手術を適時
応用することが必要 とされる,此等5例 中,第
1,5及 び8例 は,観 察期間が何れ も6ヵ月未
満 と尚治療中の もので,治 療の終了したもの
は,第6及 び7例 の2例 にすぎない.第7例 に
ついては,テ ラシソの効果を云々しがたいが,
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田村 他 一Tetrahydroxyquinoneの泌 尿 器科 的 応 用
膜腔線維化症の2例 を含めている.
此等の症例に対するテラシソ使用は,少 数例
を除き,術 後3～6ケ を7～300日に わたって
服用せしめた.
腎孟形成術施行例については,そ の使用効果
を論じ得ないが,腎孟 ・尿管吻合術,尿 管 ・尿

























































































































たが,術後2年 近 く経過 した今 日,皮膚切開創
にヶロイ ドの再発 も認めず,一 方,緩 徐ではあ


















ていない この様な場合,テ ラシンの 服用が
Hydrocortisoneの局所的使用の 代用た り得な






ある.種 々の程度の 排尿困難 及び 残尿を 訴え
る,病変の膀胱頸部に限局する少数の本症の他
に,夜尿症を 訴える 幼小児の3例,及 び尿失
禁,膀 胱乃至膀胱尿道炎,膀 胱結石等の下部尿
路病変,或 は,腎孟炎,腎 孟腎炎,結 石,水腎
等の上部尿路病変を合併するその他の各数例よ
りなる.夫 々の合併症に対 して手術療法を行う
































































諸検査=一 般諸検査成績 では 白血球数約11,000と
軽度に増加する以外に異常を認めない.
泌尿器科的所見:尿 所見:尿 は黄褐色殆んど澄明,

































胱像を示した.本 例では,レ 照射,副 腎皮質ホルモン
等を全 く用いず,術 後短期間の抗生物質 投与を除け
ぽ,テ ラシソ単独治療によつた,
小括並びに考按
後腹膜腔線維化症に対 しては,腎 痩術,尿 管
遊離術等の外科的方法による尿路閉塞の解除の
外にレ線照射並びに副腎皮質ホルモンが補助療
法 として採用されている.我 々の2例 では,何



























た所,腎 孟 レ線像の改善を認めた.又,子 宮癌
術後6ヵ 月後の右尿管狭窄(尿 管下部約8cm
の狭窄,頑 固な発熱発作を繰返えす,手 術施行





































(1965年6月18日 特 別 掲 載 受 付)



























































































































第12図:症 例4の 術 前 の 逆 行 性 尿 路 レ線像=腎 孟
・腎 杯 の 著 明 な 拡 張 と尿 管 のmcdiandevia・
tionを認 め る.





























































ガ. 瀞 砺 餅 二墾
第19図:症例5の術後3カ 月の膀胱 レ線像:殆 ん
ど正常の膀胱像を呈している.
